
 学生が学修時間を確保しながら安心して就職活動に取り組める
 就活ルールが必要との回答が7割に上り
就活ルールが一定の役割

 今年度
早期化が進行

 2025年度末卒業・修了予定者（現2年生/学部4年生）

2025年度卒業・修了予定者の就職・採用活動日程に関する考え方 ポイント
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◆内々定を受けた時期（就職予定企業）

◆就職・採用活動時期（就活ルール）に関する認識

学生の就職・採用活動開始時期等に関する調査

◆採用面接を受けた時期（ピーク）
2022年度 2023年度

１～２月をピークとした回答割合 9.１% → 13.1%に増加

（学生向けアンケート）

◆オワハラ経験の有無 2022年度 2023年度

「オワハラを受けた」と回答した割合 10.9％ → 9.4％

• 従来と同様 広報活動３月・採用選考活動６月・正式内定10月

• タイプ３のうち専門活用型（２週間以上）かつ春休み以降に
実施されるものを通じて高い専門的知識や能力を有すると判断された学
生

６月より以前 採用選考プロセスに移行できる

新卒一
括採用に係る全体の採用計画、学生に求める学修成果水準・専門的能
力を公表

• オワハラは行わないこと
相談窓口の設置を要請

ルール
は必要
計

広報活動は
3月1日以降

68.3%
(70.1%)

採用選考
活動は

6月1日以降
72.4%
(72.0%)

正式内定は
10月1日以降

74.6%
(73.1%)
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ルールは必要であり、現在の開始時期がよい
ルールは必要だが、現在の開始時期より早い方がよい
ルールは必要だが、現在の開始時期より遅い方がよい
ルールは必要ない
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卒業・修了前年度 卒業・修了年度
国内企業(ベンチャー企業)・全体・内々定時期：月別回答割合(n=273)
国内企業(ベンチャー企業以外)・全体・内々定時期：月別回答割合(n=2,519)
外資系企業・全体・内々定時期：月別回答割合(n=123)

月別回答割合
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